
＜令和５年８月 10 日（木） 教育長定例会見＞ 

 おはようございます。教育長に就任後、初めての定例記者会見です。よろしくお願いしま

す。今年度の重点プロジェクトや基本的取り組み方針を引き継いで進めています。 

＜唯一無二の学校づくり―入学者選抜の見直しと県立高校普通科改革―＞ 

令和６年度県立高校入学者選抜を見直します 

特別選抜は、これまで「スポーツ推進指定校」と「文化芸術推進指定校」の２つの柱でや

ってきました。このうち、「文化芸術推進指定校」を改編し、 「文化芸術推進指定校」と「特

色ある教育課程推進指定校」に分けました。 

また、一般選抜は、帰国・外国人生徒等の入学機会拡大のため、「帰国・外国人生徒募集

枠」を設けました。国語の試験は「作文」、面接は「個人面接」、入国３年以内の人が対象と、

それぞれ変更しました。県立三養基高校で実施します。 

入学後は、日本語指導体制を整え、卒業時に他の生徒と同じように進路選択が可能となる

よう取り組みます。県立高校の入学への機会を拡大し、学びの環境を整えます。 

 

“普通”ではない、唯一無二の学校づくり 

県内のすべての高校は、県内外の生徒から通いたいと思われるような学校づくりを目指

しています。これからは、普通科も多様な社会のニーズや生徒の興味、関心等を踏まえた教

育の実現が必要です。学科やカリキュラムの見直しに取り組み、生徒の能力を伸ばしたいと

考えます。 

 

普通科は、県立高校の 16 校にあります。今年度は、佐賀東高校、唐津西高校、鹿島高校

の３校で改革を進めます。 

佐賀東高校は、「スポーツ科」を設置。スポーツ系の教科の科目を充実させ、トレーニン

グ理論やスポーツ経営など専門分野を学び、競技者、指導者、スポーツビジネスのスタッフ

など多様な進路選択ができる人材輩出を目指します。 

唐津西高校は、地元の自治体や企業、学術研究機関等と連携した課題解決学習を行う 「地

域探究進学コース」と、テーマを学問分野に設定し大学や研究機関等と連携した課題解決学

習を行う「学際探究進学コース」を設置。 

鹿島高校は、講義形式や学習形態を工夫することで思考を深める学習につなげる「文理探

求進学コース」と、協働的、体験的な学習を重視し多様化する入試形態に対応する「未来探

求進学コース」を設置。 

３校とも、１年次は共通のカリキュラムで学び基礎を固め、２年次から生徒の興味、関心

に応じて学科やコースに分かれます。 

 



３校の普通科改革の動画を作成し、ユーチューブで公開中です。その中の、佐賀東高校の

動画をご覧ください。 

【動画放映】 

唯一無二の誇り高き学校づくりに取り組み、生徒や保護者に通いたい、通わせたいと思っ

てもらえる魅力や特色のある教育の実現を進めます。 

 

＜開幕まで348日 SAGAインターハイを支える高校生活動が始動しています！＞ 

SAGAインターハイは、来年７月23日にフェンシング競技で開幕します。実行委員会では、

ロゴやキャラクター“かちまる”の競技別（県内で開催される６競技）デザインを作成しま

した。また、懸垂幕も設置し、大会に向けた機運を高めたいと考えています。 

８月 10 日から 31 日まで、「SAGA インターハイ応援キャンペーン」を実施します。「あな

たのフォローが応援にツナガル」と題し、佐賀県実行委員会の公式インスタグラムをフォロ

ーして、「いいね」をつけてもらうと、抽選で“かちまる”のハンドタオルを 30 名にプレゼ

ントします。 

 

支える主役 高校生活動 始動 

高校生活動には県内すべての高校が参加し、高校生活動生徒委員会が企画するアイデア

を実現していきます。この高校生活動をリードする生徒委員会は、県内 10 校から推薦され

た各２名で構成されています。５月に第１回生徒委員会を開催し、委員長に唐津南高校の北

方心遥さん、副委員長に佐賀学園高校の德富愛音さん、有田工業高校の池田ここなさんに決

まりました。 

生徒委員会の愛称は「さがまる」に決定。５月 26 日の県高校総体開会式で、「さがまる」

が SAGA インターハイをＰＲする横断幕を持って入場行進に参加し、北方委員長が開会宣言

をしました。 

 

生徒委員会は、イベント、メディア、おもてなし、グッズの４つの活動グループに分かれ、

アイデアの深堀を行っています。グッズグループは、「さがまる」のＴシャツデザインを検

討、決定しました。生徒委員は、これを着用し活動を盛り上げています。 

 

北海道で開催されている今年度のインターハイに、「さがまる」の計 13 名が２班に分かれ

て視察します。来週は、第２班が行く予定です。北海道の生徒委員、九州北部３県の生徒委

員との交流や総合開会式に参加、県内で行う競技の視察をします。 

視察後、第２回生徒委員会を開催する予定です。活動内容を具体化し、そのアイデアを「さ

がまる」が直接実施したり、各高校に依頼し、実現していきます。 

インターハイを支える主役である高校生活動と、その活動をリードする「さがまる」にご



期待ください。 

 

＜伊万里実業高校フードプロジェクト部 子ども食堂「学びのkidsレストラン」

 高校と地域が一体で運営を行っています＞ 

伊万里実業高校のフードプロジェクト部は、企業や団体から寄せられた余剰食品や規格

外商品を活用した加工品を販売したり、食品ロス削減に向けてフードドライブを実施、子ど

もたちへの食育活動に取り組みました。また、伊万里市などと持続可能なまちづくりにも参

画し、幅広く活動してきた実績があります。 

今回は、ＮＰＯ法人こすもす村と共同企画し、新しい形の子ども食堂が始まりました。毎

月１回、伊万里市内在住の小・中学生 40 人が対象です。高校生が主体の定期的な子ども食

堂は、全国的にも珍しい取り組みになります。コンセプトは、「おいしく食べてしっかり学

ぶ！新たな学びの場！」です。フードドライブや規格外食品を活用し、高校生のアイデアが

詰まった楽しく学べる食育の場をつくっています。 

 

オープンに向け、ＮＰＯ法人や地元企業とともに、地域の方へアンケートを行い食育講座

の内容を検討しました。地元企業にご協力いただき、会場はホテルのレストラン。メニュー

の検討や会場での準備から配膳まで打合せを重ねました。 

７月１日のプレオープンで、実際の流れを確認。規格外野菜とはどんなものか実物を見せ

た方がいい、子どもたちに積極的に声掛けしコミュニケーションを取るなどの気づきがあ

りました。 

７月 23 日、オープンの日。参加者の誘導や配膳の手際がよく、歓迎する気持ちが伝わる

声掛けがあり、すてきな Kids レストランがオープンしました。 

生徒からは、「調理の手順や役割を検討し、おいしさだけでなく、参加者とのコミュニケ

ーションを大切にした」とのコメント。 

子どもたちからは、「早寝早起き、朝ご飯の大切さが分かった」とのこと。高校生が手作

りしたパネルシアターの成果です。これは、ユニークなショートストーリー仕立てになって

いて、笑いながら引き込まれる内容になっていました。 

本格的なメニュー、温かい声かけ、工夫を凝らしたパネルシアターに接し、高校生の可能

性を感じてもらえたと思います。 

 

フードプロジェクト部の皆さんは、準備、実践といった流れを通じ、ビジネスについて深

く学ぶ機会になったと思います。食品ロスと食育活動を融合させた新たな学びの場がスタ

ートしました。地域とつながって話し合いを重ね、深く考え、行動に結びつける素晴らしい

取り組みが実現しました。伊万里実業高校ならではの特色ある教育活動だと感じました。 

 



＜彩志学舎中学校 学校説明会・体験授業開催＞ 

当日の学校説明会は、目指す学校像や学校生活の話をします。体験授業では、タブレット

を使った社会と数学の授業を体験してもらいます。また、希望者には個別相談の時間を設け

ています。 

夜間中学への入学希望者、あるいは興味のある方、保護者の方など、どなたでも参加可能

です。ウェブかお電話でご連絡をください。当日参加も可能です。 

 

＜「秋選考」今年もやります！＞ 

令和６年度佐賀県公立学校教員採用試験のご案内です。今年は、一般選考のほかに「さが

ＵＪＩターン現職特別選考」を実施します。他県で働く現職の先生方を対象にした面接試験

のみの試験です。佐賀へ戻りたい人、佐賀への移住を検討中の人に受験しやすくなっていま

す。 

 

本日、実施要項をリリースしました。県内外から多数の方々に受験していただきたい。 

社会の変化はめざましく、スピードも速い時代です。子どもたちが、自分で主体的に考え

判断し、行動する、チャレンジすることが大切になってきます。そのために、「ほめるから、

はじめる。はじまる。」に取り組んでいます。子どもの持つ力を尊重し、子どもたちが自信

を持って夢や志の実現に向け進んでいけるよう応援していきたいと思います。 

 

  


